
○ 農業者の技能向上や新規就農者の技術習得のた
めには、篤農家の「経験」や「勘」に基づく「暗黙知」を
「形式知」化する必要

○ このため、みかんの摘果など、マニュアル化が困
難とされてきた篤農家の高度な生産技術を「見える
化」し、篤農家の熟練技術・判断を継承するととも
に、新規就農者の学習に活用するシステムが実用
化

経験や口伝によって継承されて
きた篤農家の技術・判断の記録

篤農家が摘果した果実

学習支援モデルを作成し、新規
就農者等の学習、指導に活用

篤農家

新規
就農者

ＡＩなどによ
る形式知化

なるほど！篤農家
はこういう果実を摘
果していたのか。

（例）みかんの摘果作業ノウハウを学べるシステム

農業分野におけるＩＣＴ、ロボット技術の活用例⑫

篤農家の熟練技術・判断の継承
ＮＥＣソリューションイノベータ(株)

取組概要

システムの導入メリット

○ 熟練農業者のノウハウを短期間で習得可能

○ 熟練農業者はノウハウで対価を得ることも可能

ＡＩの活用

○ Ａ Ｉ を活用することで複雑な判断を要する様々な作業につ
いて見える化、技術の継承などが可能に。

適用作業の拡大
（剪定等）

価格：システム ７万円/月～
販売中
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出展：テラスマイル（株）資料

データと人工知能の利活用による営農支援
テラスマイル(株)

農業分野におけるＩＣＴ、ロボット技術の活用例⑬

33


